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1. はじめに 

阪南大学は，1965 年に開学（商学部商学科）し，現在

5学部（経済学部・流通学部・経営情報学部・国際コミュ

ニケーション学部・国際観光学部）5学科からなる文系の

総合大学である．学生数は約5000名，専任教員数は111

名（2017年度）である． 

阪南大学では，「総合的情報化人材の育成」を掲げた経

営情報学科（1986 年開設）を中心として情報教育とコン

ピュータ利用教育を推進してきたが，その全学的な展開

を目指し，2004 年度より統合 Web 教育支援環境 HInT

（Hannan Internet Community Tool for E-Education）

システムの運用を開始した(1,2).  

HInt システムは，事務システム・教育支援システム・

授業支援システム・メールシステム等を統合したシステ

ムであり，エンドユーザが利用する機能を web ベースと

することで，学内だけでなく学外からも利用可能なシス

テムである． 

HInt システムは，導入当初から携帯電話でのアクセス

を可能としてきたが，携帯出席機能等の一部機能を除き，

PC サイトがベースになっていた．また，ActiveX を利用

したシステムであったため，特定ブラウザ(Internet 

Explorer)以外では一部機能に利用制限があった． 

学生が授業中にスマートフォン操作を行うことは授業

への集中を妨げる面もあるが，スマートフォン対応の教

育システムなら，スマートフォンを授業用ツールとして

操作させることで双方向型の授業形態を実現できる可能

性がある．また，学生が日常的に利用しているスマートフ

ォンから学生に必要な大学の各種情報にアクセス可能と

すれば，学生の利便性が増し，大学への満足度を向上させ

ることもできる． 

HIntシステムは2017年度のリプレイスにおいて，スマ

ートフォンへの全面対応と特定ブラウザへの依存から脱

却を果たし，モバイル機器を利用した教育支援環境の大

幅な改善が実現された． 

この論文では，著者が2017年度のシステム導入委員長

として関わった新HIntシステム，特にスマートフォンに

対応したモバイル環境改善を中心に報告する． 

第 2 節では携帯出席システムについて利用実績に基づ

いて報告する．第 3 節では学生のスマートフォンへの連

絡機能の改善について，第 4 節ではレポート・教材提供

機能のスマートフォンへの対応について報告する． 

この論文におけるHIntシステムの過去の問題点や今後

の課題等は大学としての公式の見解ではなく著者個人と

しての見解である． 
 

2. 携帯出席システム 

阪南大学では，2008 年度から携帯電話を利用した出席

確認システムの運用を開始した．これは，学生が携帯電話

から出席システムにアクセスすることで出席を確認する

とともに，出席管理システムに自動的にデータが登録さ

れ，学生も自分の出席状況を確認できるものである． 

図1に2010年度からの携帯出席機能利用状況の年次変

化を示す．左の縦軸は携帯出席機能利用学生数（棒グラフ）

で，右の縦軸は携帯出席機能利用授業数（折れ線グラフ）

である．2017 年度は 4 月 1 日～6 月 14 日のデータであ

る．4年次生はゼミのみ履修している場合も多いので携帯

出席機能を利用していない可能性が高いことを考えると，

3 年次生以下では 9 割以上の学生が何らかの授業で携帯

出席を利用していると推測できる．また，2015 年度から

携帯出席利用授業数が増加しているが，これは大学執行

部による教員への出席状況登録呼びかけの効果である．

学生は自分の出席状況を知りたいという要求が強いため，

講義科目で出席登録を機械的に行えることは学生サービ

ス向上にも繋がっている． 

 

 
図１ 携帯出席機能利用学生数と利用授業数の年次変化

（2017年度は4月1日～6月14日） 

 

図 2 に，2010 年度からの携帯出席機能を利用した専任

教員の割合の年次変化を示す．これは，この機能を利用し

た専任教員の数を，各年次における専任教員数で割った

ものである．2017年度は既に70%を超えているが，これ

はシステムリプレイスのアナウンス効果もあると考えら

れる． 

今回のリプレイスにおいては，学生にスマホアプリを

提供することで，ログインを簡易化した．また，学内無線

環境を増強することで学生の携帯出席システムへのアク

セス環境や位置情報を検出し，必要に応じてアラート表

示することで，不正行為（教室以外からの携帯出席システ

ムへのアクセス）防止を図った． 
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図 2 携帯出席機能を利用した専任教員の割合の年次変

化（2017年度は4月1日～6月14日） 

 

図３は，著者が携帯出席機能を利用している講義の出

席管理画面の一部である．「？」が表示されているのが講

義室以外からの携帯出席システムへのアクセスの可能性

があるものである．ただし，講義室から携帯電話キャリア

回線を使って携帯出席システムにアクセスした場合も検

出するため，不正行為を検出しているとは限らない． 

 

 
図3 携帯出席システムがアラートを行った場合の教員

側の出席管理データの表示例 

 

3. 学生のスマートフォンへの連絡機能の改善 

前年度までの HInt システムでは，連絡方法として，e-

mail，HIntの連絡機能，ネット学習(富士通のCoursePower)

の連絡機能，SNS 型 e-ポートフォリオの連絡機能の 4 種

類があった．学生には携帯メールアドレスへの転送設定

を推奨していたが，学生の携帯・スマートフォンの電子メ

ールソフトには，プライベートのメール・大学からの事務

連絡・教員からの連絡・レポートの通知等があふれていた．

また，教員も学生も様々な連絡機能を使うため，双方に混

乱もあった． 

今回のリプレイスでは，学生への連絡は e-mail や各種

アプリケーション個別の連絡機能ではなく，HInt の連絡

機能（名称は「あなたへの連絡」）を基本とするとともに，

スマートフォンにプッシュ通知を行うこととした．大学

からの連絡が一カ所にまとまったことと，連絡に記され

ている内容詳細URLをスマートフォンからストレスなく

閲覧できるようになったこともあり，学生からの反応は

基本的には好評である． 

図４にHIntの連絡機能の表示例を示す．「教務課よりメ

ール」等となっているが，スマートフォンの e-mail では

なくHIntシステムのスマホアプリの表示である． 

 

4. レポート機能・教材提供機能のスマートフォン

への対応 

前年度までのHInt システムではレポート機能・教材提

供機能として，（イ）HIntの独自機能，（ロ）ファイルサー

バを利用した機能，（ハ）ネット学習(CoursePower)の三種

類が並立していた．今回のリプレイスでは，eポートフォ

リオとの連携を考えて（ハ）ネット学習を前面に出しつつ，

（ロ）ファイルサーバを利用した機能も残し，両者ともス

マートフォンに対応させた．  

ネット学習がスマートフォンに対応したことで，一般

の講義室でもスマートフォンを授業中に操作させること

による双方向型授業を実施可能となった． 

ファイルサーバには，レポート提出・教材提供領域以外

に学生の個人領域もあるため，ファイルサーバアクセス

がスマートフォンから可能になったことは学生から好評

である． 

 

 
図4 スマートフォンへの連絡機能の表示例 

 

5. おわりに 

今後の課題としては，一部の環境で指摘されている使

い勝手の低下の問題がある．また，教員がモバイル環境を

活用した授業を創出することも大きな課題と言えよう． 
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